
施工要領

【浅埋工法】

1  取付床面のホコリ、汚れ、油分、水分など
を十分に除去する。

（油分はアルコール等で除去する。）
2  墨出し後、穴あけ用ゲージプレートを床

に養生テープで固定し、穴あけ用ビット
で点鋲はφ6㎜、線鋲はφ8㎜でタイル
に穴（貫通穴）をあける。
※穴あけ後、穴の廻りの縁部の盛り上がった部分を

カッター等で必ず削り取る。

3  2液製の専用接着剤（P.23）を1対1で白
くなるまで混ぜる。

※工場取付の場合は、穴をあけた後にタイル裏の穴を養
生テープで必ず塞いでください。養生テープは接着剤
が硬化した後に取り外してください。

4  穴に接着剤を注入する。
5  鋲の足部にも適量の接着剤を塗布し、鋲

を穴に埋め込み、指で強く圧着する。
※鋲を取り付けた後、鋲の浮きなどがないか確認する。
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【接着工法】

1  取付床面のホコリ、汚れ、油分、水分など
を十分に除去する。

（油分はアルコール等で除去する。）
2  墨出し後、専用ゲージ（ボール紙製）を床

に当てマーキングする。
3  2液製の専用接着剤（P.23）を1対1で白

くなるま十分に混ぜる。
4  鋲の裏面に専用接着剤を適量塗布する。
5  床に取り付け、指で強く圧着する。
6  はみ出した接着剤は、アルコール等でよ

く拭き取る。
7  十分硬化したら完成。
※接着工法ではジェットバーナーの床材、また凹凸のあ

る床材には使用できません。
※目違いのある床等での使用しないでください。
※車等が乗り入れる場所では使用できません。

≪接着剤EP-1000（P.23）の使用上の注意≫
（浅埋工法・接着工法共通）
※接着剤の硬化時間は【夏：6時間/冬：12時間（室内）】

を目安としてください。
※接着剤の貼付け可能時間は10℃で約５０分・20℃で

約30分です。10℃以下では接着剤の硬化が極端に遅
くなるため、室温をヒーター等で加温してください。硬化
時間：２時間ほどで動かなくなり、２４時間〜４８時間で
完全硬化します。

※主剤、硬化剤の取り出しは別々の道具（金ヘラ、ポリベ
ラなど）を使用してください

※混合していない容器に残った接着剤は、１ヶ月以内にご使
用ください。保存する場合は、暗所、低温場所で日光などの
当たる場所は避けてください。（保存温度：10℃〜25℃）
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厚さ5㎜の置敷き塩化ビニールタイル専用の工法で、現場施工はもとより工場での取付も出来る画期的工法です。

インパクト用穴あけビット
（P.23）

磁気タイル、ガラス、大理石など穴開けが困難な床下地に最適な工法です。

工場取付の場合（裏面）

施工イメージ

［適応床材］ ・二重床専用5㎜厚の塩ビタイル

［適応床材］ ・石材　・磁器タイル　・ガラス　・塩ビタイル　・長尺シート　・フローリング 等

▶ 接着強度試験データ P.34
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